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10 　室内塵エ キ ス の抗原性に つ いて

北 大 第 二 内 科

堀内　淑彦

柿沼　光明

阿部 　守邦

安達　昌昭

　昭 和 37年 9 月 か ら エユ月の 間 に 札幌市郊外 の
『

般家庭 よ

サ集穿た 室内塵を 三 っ の 群 に 分サ 酸，中 性，ア ル カ リの

抽蹶 に つ い て 鞘 して （第 ユ 図）以 下の 実験結果 を得

た．

　ユ）　ウ ナ ギ の 免疫は ア ル カ リ抽出 エ キ ス （以下 「ア 」

と略） お ．K び 中 性 抽出 エ キ ス （以下 「中」 と略）で可能

で あつ た．

　2）　「ア」 に対 す る ウ ナ ギ抗 ヒlh清 と の Ouchterlony

法 で 「中」 と 「ア 」 は 共通抗原 が あ りこ れ ら 2 抽出法間

に 抽出 され る航原の 差 を認ウ な か っ た が ，
「酸 」 では 抗

原 び抽出 され な か つ た ．

　3＞　「ア 1 ・　「中 三 ，　「酸」の 窒素量 と 多糖類量 比
1−IPS 薹ま rア 　　： は 0・13〜0．1B，「中琳 0．。ユ7〜 O，。58，
1醐 は 0溺 9で あ る ． 「ア 」 の 分 劃 々 分で 黙 鞍 上

清0・oe〜0・12 ， 鞍 沈澱 1．16〜2．23，　 TCA 上 清 0．。49
〜 G・°85・ TCA 瀬 。・36〜・．86で あ つ た ． 俵 1 ），
（第 2 図）硫 鰹 翫 軅 では両 PS カ・0．0ユー・　 O．055 で

あ つ た．

4） fア 」 の 分詠 分 の O ・・hterl・・y 法では硫安上

表 1　室内塵 エ キ ス の 測 定 値

柴田　晧示
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表 3　 分劃 々 分 の 庚鞠 反 応
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　 　 　 　 　 o．5 　 ／．e　 15 　2．．り ？．∫　3．Occ
　 　 　 　 　 窒 x 堅工 ‡」

物 の NIPS は航体過剰域 ：こ於 い て 抗原の 増加 に つ れて

下 降 す る結果 を得 （第 3図），こ れ．濠弱 らか に 多糖類の 関

与 を思 わ せ た ．

　6）　こ れらの エ キ ス 及び分画 々 分の 人の 皮 内反応惹起

能 1よ， 「ア 」 と 「中」 に あ た り 「酸］ に な く （第 2表），

「ア 」 の 分 画肉 分 で は 症携 に よつ て 異 な る が，硫安上

清 ， 硫安沈澱， TCA 上清 ，
　 TCA 洗澱の 4 分轟は大体

同等 の 力価を持 ち， 硫酸蓮 鉛濾液で は 10例中 3例 に 鍾 か

つ た （第 3表 ）．
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　以 上 八と ウナ ギ の 抗原 き 比較 して か な りの 類似点を認

め た が ， 相違す る点 ．
u あ りその 閥孫 に つ い て は 今 後 の 検

討 を 要す る と考 え る．

　質疑　阪大 内科　山 村 堆
一

　1）　 0．5NHCI とい う濃三隻iま高す ぎ る と、悪う．私共

は，　0．2HHCI で拈出 して，活性 つ 弱恥 もの し か と孔

な か つ た経験 炉 あ る．

　2）　沈降反応を指標 とす る と， 多糖体 さ 主な抗原 とな

る可能性 潜高い ．隻 内反応 と沈降反応 とは 必ず しも平 行

しない の では ない か ．

　回答

　1）　今後，HCI 濃度を低 く した く．の ：こ つ い て 縫討 レ
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た い と思 い ます ．

　
2）
　ウ サ ギ の 抗体 に よ る吸収 で ， 人 の 皮 内反応惹起能

は完全に1燬 継 来 麹 ん 也 た．しカ・し共灘 源 鮪
無 に つ い て は 目 下検討中です．

　追 加　国立静岡病院　北 村精
一

　室内塵 Z キ ス を 化 学的操作の も とに 抽出 せ ん として い

ら る 丶
一

番 目指す 目的は何ん であ りま す か，私見に よ

れば 加 る 剿 靴 よ つ て得られ た 抗原液は ， 恐 らく端

息や瀞 彫 の賭 鮟 畷 翻 と し調 し・ らる 泌 思
い ま すが・室朧 エ キ ・・1（ 隈ぎつ て ， 各患者 は 自己 鋸
住す る 纒 と崢 魏 と勍 塵燉 特 な 翫 黝 質蒋
在 す 鵬 合が 多 く・“N　

’
S る 意味か腟 艟 エ キ ス は蝕

な化学的操作 をせ ずに，全 く機械的に 振動機等 に よ つ て

浸出絎 い ・ 後識 齪 な レ沖 秘 て t そ 縫 抗職
と するの が 最も よい と思い ます．

11 ・ mw 運動性鮫 にお ける ル ル ゲ ン ・ テ ス FO 検討

奥　　田

予 葉 大，

稔

　い 粧 ．る」嫌 騒 性 皴 燃 ；ζ 幾 7姓 ア レ ル ゲ ン抽 出
液ユ9駄 　カ ビ 4 種・食物 ユ7種 （鳥居 製）の 10DO倍液で皮

内試験を行 つ た ．皮 内注 射後15分 の 膨疹10   ， 紅斑2D  

以一L を陽性 とす る と．家塰 （56％ ），ブ タ ク サ （37％） が

最 蠣 躰 縞 か つ た が ， 2 〜5 種 鵬 性 DS の が 鋤
ef
…　 6 〜エO種 に 陽性 の もの が 30％ に ゐ られ た．実際減感

作 療 法 を 行お う とす る時 どの 抽 出液 を用 い るべ きか ， 皮

内反応 が 驍 1・ で て 裸 して こ 樹 ・真の ア レ ・げ ン 臆

味 す る か に 若 ÷ の 疑問 が あつ た．そ こ で最も陽性率の 高
い 家 鏈・ブ 妙 鱒 二つ い て 鼻粘 膜 ， 灘 鎮 で 誘発試験を

行 つ 急 珊 議 を鼻内墳霧 点 眼 し深 家塵 の 真空凍結乾
燥束 の 一 1・け ら を下甲介前端に 附着 させ た ．こ の 場合対

側鼻下甲介 に Talc 末 を附着 させ 対照 と した ．誘発後ユ0
〜ユう分で鼻では鼻内綴痒感 ，く しや 華 ， 水性 鼻漏，粘膜

の 蒼 白化 を腸性 ， 眼 では差明，異常感，充血 を陽性 とし

た，そ の 結 果101音液 に お げる 眼 反 応 と鼻反応とは 家塵，

　　　 表 1 家 塵 ア ・ ・レ ギ
ー
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一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

1

2

引
一

7

　　　　　　　1誘 発

（十）　　　　（十）　　　　　　　　（十）

（十）

（一）

（一） 1

（十）

（十）

（十）

（
一
）

（十）

（一）
　 　 　 ±

Zl ・ ・

陣14

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


